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憎きイギリスと同盟国。一方で、プエルトリコ
の女性が出てくれば、イスラム過激派の台頭
もあり、それからFBIの影も見える。かなり複
雑で、それがこの作品の大きな魅力ではあ
りますが、果たしてどこまでお客さんにキチ
ンと伝えられるのか、僕自身の一番の課題
です。いわゆる英国の作家の書く皮肉、アイ
ロニカルなところをどううまく表現できるか
という問題もある。言葉の扱い方が難しい
んです。ものすごく緊迫した状況で、ユーモア
を交えた台詞の応酬があったりする。そのス
リリングさがこの作品の「味」でもあるので、
大事に取り組んでいこうと思っています。

この芝居はほんとに人間ドラマがちゃんと
描かれているんです。みんな、根っからの

誰にでも、ちっちゃな幸せがあった。

THE BIG FELLAH ビッグ・フェラー

この台本は、今回翻訳をしてくださった小
田島恒志さんに紹介されて知るに至りま
した。とにかく面白いんです。ニューヨーク
で生活しながら、武器や資金調達でIRA
を支援していた人たちなんて、よくそんな
シチュエーション思いつくなって。演出を

みんな、必死に生きてきた

舞台はアメリカ。登場人物のほとんどは、イギリス（連合王国）から北アイルランドを分
離して全アイルランド統一を目指す武装組織IRA（Irish Republican Army=ア
イルランド共和軍）のメンバー。こう聞くと、ハリソン・フォードとブラッド・ピット共演の映
画『デビル』（1997）を思い起こす方もいるかもしれません。また、『タイタニック』（1997）
では、主人公ローズが3等船室でギネスとアイリッシュダンスに酔いしれるシーンが、
アイルランド人のアメリカ移民の歴史を垣間見せていました。ちなみに、ケネディ大統
領もクリントン大統領もアイリッシュ・アメリカン、オバマ現大統領も母方の先祖がアイ
ルランド人。移民の多くはイギリス国教会（プロテスタント）の迫害を受けたカトリッ
ク教徒たちでした。宗教問題も含め、日本ではあまり馴染みのない歴史ともいえま
す。そこで、演出家・森新太郎氏に上演にあたっての思いを語っていただきました。

撮影：谷古宇正彦

やれるのは、とてもラッキーですね。
ニューヨークってのがミソなんですよね。た
とえばダブリンやベルファストだったら、普通
のIRAの話になっちゃうんですけど、主人公
のコステロたちはアメリカ人で、だから、故郷
のアイルランドと距離がある。そのアメリカは
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です。そのときも感じたんですけど、人間が
そういった状況の中で揉みくちゃにされな
がらも、この人たちの幸せって何だったんだ
ろうというのを見る眼差しがあって、それが、
僕は割と好きっていえば好きで。何かどうし
ようもない不幸ばっかりに目を向けるんじ
ゃなくて、この人たちにもちっちゃなかけが
えのない幸せはあったんじゃないかってい
う。みんな、自分に幸せがあったってことを、
失ってみてはじめて気づくんですけどね。
IRAのことを知らなくてもグイグイ引き込
まれる。自分の人生と重ね合わせることの
できる。そんな舞台にしますから、ぜひご
期待ください。

アイルランド気質で明るくやっているけれ
ども、30年という月日の中で、自分が一体
何者なのか、何が正しいことなのか、どん
どんわからなくなっていく。理想と現実が
乖離していく。
コステロは終盤の演説シーンで、「地球の
軸が少し傾いていた」って言うんですよ。
「私には仕事がある、妻がある、妻は私を
愛してくれている、私たちには娘がいる、
私は父親だ。それで十分じゃないか!? と
ころが地球の軸は、ご存知のように少し
ずれている。そう、傾いていて、それが私
を狂わせる。」と。自分が生まれた場所、国
籍や時代や性別も含めて、みんなそうい
うものの中に放り出されて、ただただ必死
に生きてきただけなのにっていうある種
の物寂しさを感じますね。
でも作者のリチャード・ビーンって人は、きっ
と優しい人なんだと思います。彼の作品は
2年前に『ハーベスト』を演出したのが最初

僕は、「森新太郎被害者の会」なんて言っ
ています。台本を理解するのに、こんなに
徹底的に付きあわせる演出家っていない
だろうなって。
この作品の舞台は1972年から2001年、
貿易センタービルの「9.11」までのニュー
ヨーク。もともとアメリカは「善悪二元論」、
つまり、世の中は正義か悪か、〇か×かだけ
のように思ってきた。その愚かさが、「9.11」
で一気に世界的な認識になったでしょう。
この作品は、正義っていうのはやっぱり人そ
れぞれにあるものだよ、〇か×かじゃない
し、立場によっても、ひとりの人間のなかで
も変わるんだよということを見せている。
その何が翻訳家泣かせかというと、僕は、
原文で〇とも×ともどっちとも取れる表現
は日本語でもそうしたいと思っていた。で
も、台詞を喋るほうは、どっちのつもりで言
っているかを理解しないとできないってい
うのがあって、そうすると、どんどん翻訳

翻訳者・小田島恒志から一言。
あの正義かこの正義か。
それが問題だ。

『THE BIG FELLAH 
ビッグ・フェラー』
● 作＝リチャード・ビーン 
● 翻訳＝小田島恒志　● 演出＝森新太郎
● 出演＝内野聖陽／浦井健治／明星真由美
町田マリー  黒田大輔  小林勝也／成河
● 日時＝6月28日［土］14：00開演
 29日［日］14：00開演
● 会場＝PLAT主ホール
● 料金＝［全席指定］S席：7,500円／A席：5,000円
プレ講座
『翻訳家と演出家に聞いてみよう』

翻訳家の小田島恒志さんと演出家の森新太郎
さんをお招きしてプレ講座を開催します。チケット
の有無を問わず、興味のある方ならどなたでも
参加可能です。
● 日時＝6月25日［水］18：00より
● 会場＝PLATアートスペース
● 出演＝小田島恒志［翻訳家］
 森新太郎［演出家］
● 参加費＝無料。先着200名、要事前申込。
申込＝プラットチケットセンター（0532-39-3090）までお問
い合わせください。

［もり・しんたろう］ 演出家。1976年生まれ。演劇集団円、会
員。2006年、マーティン・マクドナー作『ロンサム・ウェスト』で
演出デビュー。平成20年度毎日芸術賞演劇部門千田是也賞
を受賞。2009年、マーティン・マクドナー作『コネマラの骸
骨』の演出で平成21年度文化庁芸術祭賞優秀賞を受賞。
2013年6月サルトル作『汚れた手』（劇団昴）、10月マーロウ
作『エドワード二世』（新国立劇場）を演出し、各誌で絶賛され
る。両作品で本年2014年2月に発表された第21回読売演
劇大賞にて、大賞および最優秀演出家賞を受賞。

に齟齬が出てくるのね。一方で、森さんは
それをはっきりさせたがる人なんだけれ
ど、表現はどっちとも取れるようにしてお
くと効果があるんだってこともわかってく
れている。もちろん、最終的にはどっちか
の意味になるようにするわけで、お互い
にそこのバランスを調整しあうというか、
決定稿に行きつくまでのやりとりは普通
の倍はかかるよねっていうことなんです。
けっこう難しいのが英語の語順と日本語
の語順。英語の語順のまま日本語にする
と、とってつけたような倒置法になってし
まうことが多く、なるべく避けるようにし
ている。でも森さんは原文通りの語順に
戻したがることが多い。ところが、役者が
喋ってみると森さんの考えに「ほんとだ」
って納得させられるんですよね、ああ、そ
のほうが恰好いいや、とか、説得力がある
な、とか。そんな調子ですから、台本は、
かなり後まで付箋だらけでした。
翻訳劇って、よく「文化的背景を知らないか
らよくわからなかった」って言われちゃうこと
が多いんですけど、そう思われるのは残念。

翻訳者は何も「わからせたい」と思って訳し
ているわけではなく、「わかりたい」人はどう
ぞ歴史や文化の本を読んで下さい、と言い
たいです。演劇は生の舞台。「わかる」のでは
なく、「感じて」欲しい。文化的背景が違う、と
いう前提で（具体的にはわからなくていいか
ら、何か自分の知っている日常とは違う状況
の中で）登場人物たちが苦悩し、喜び、怒り、
悲しむ様を見て、何かを感じてもらいたい。
でも、そのためには演じる側は「わかって
いる」必要があって、今回、キャスト・スタ
ッフは稽古が始まる随分前から「勉強会」
を重ねています。その姿勢に頭が下がりま
す。勉強会を通じて、森さんを始め、皆さ
んさんざん質問を浴びせてくれるおかげ
で、自分の誤読に気付かされて訂正でき
たところも結構あったし。あ、ばらしちゃっ
た、ここカットでお願いします。（笑）

チケット発売中

［おだしま・こうし］ 翻訳家、英文学者。1962年生まれ。早稲
田大学大学院博士課程、ロンドン大学大学院修士（MA）課
程修了。早稲田大学教授。1996年度湯浅芳子賞受賞。主な
翻訳作品に、『コペンハーゲン』（マイケル・フレイン）、『欲望
という名の電車』（テネシー・ウィリアムズ）、『ピグマリオン』
（バーナード・ショー）など。このほか、『シェイクスピアについ
て僕らが知りえたすべてのこと』（ビル・ブライソン）、『エミリ
ーへの手紙』（キャムロン・ライト）などがある。
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中島●コンドルズのステージは、人形劇が
あったり、近藤さんが舞台の端っこでギタ
ーを弾いていたり、おもちゃ箱をひっくり
返したような、ブロック遊びで積み上げる
途中を見せるような勢いを感じます。
近藤●僕たちみんな、昔から人形劇も好き
だし楽器も好きだし、集中もするんだけど、
一つのことを長時間かけて料理するのが
苦手なんです。だから、万遍なくいろんな
ことをやって、それを良しとしている。僕自
身でいえば、ダンスは大事でも、ダンスの
プロフェッショナルとは思われたくない。
人形劇のプロフェッショナルでもなくて、
ただ好きだから一生懸命やる。
中島●2年前、「せたがやこどもプロジェク
ト」で『赤ずきんちゃん』をベースにした
『狼たちの午後』が上演されました。私は、

コンドルズといえば、常識も先入観も「ダンス」というジャンル
も何もかも、一気に吹き飛ばす自由な舞台。いやいや、舞台と
客席の垣根も超えて、ときには客席に下りてきて観客たちを
出演者に早変わりさせてしまいます。観る側の大笑いや驚き
の声までもが効果音。さながら遊園地のアトラクションをあま
さず堪能する気分です。そんなコンドルズを主宰する近藤良
平さんの頭には今、今回上演する『GIGANT─ギガント─』の
イメージがどんどん集積しては刺激しあっているようです。

夏休みまっただ中の8月、PLAT主ホールは、2つの「こどもと
おとなのための」プログラムをお贈りします。ひとつは昨年
PLATオープンに際して「超弩級ファンファーレ! 祝! 豊橋芸
術始動」と、ダイナミックに『グランドスラム』を上演したコンドル
ズによる『GIGANT─ギガント─』。「デカく行こうぜ灼熱日本! 
快進撃の夏を君に!」とのキャッチコピーを見るだけでもワクワ
クします。もう一つが『暗いところからやってくる』。こちらは、ス

テージの上にストンと劇場を乗せるステージ・オン・ステージで、いつ
もは客席から観ている観客も「舞台上の人」となる不思議空間が生ま

れます。今回は、この2つのステージの仕掛け人たちの対談をお届けします。

コンドルズ　　　　　　　　　　　芸術文化プロデューサー

近藤良平 × 中島晴美

音のからくり、光のからくり。
舞台ができるいろんなこと。

よくわからないけど、
面白いことありそう。
親も子も、そんな気持
ちで来てほしい。

8月3日  ＰＬＡＴ 主ホール
こどもとおとなのためのダンスプログラム

コンドルズ『GIGANT─ギガント─』
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ば、空飛ぶ島も、それから馬の姿をした種
族に、日本も出てくるらしい。僕も巨人のと
ころしか知らないし、実は、具体的なことは
まだ、そんなに深く考えてもいないんです
けど、彩の国さいたま芸術劇場で『日本昔
ばなしのダンス』をやっていて、ここに鬼
が出てくるんですよ。鬼は大きいとされて
いるけど、「鬼ってなあに?」みたいなとこ
ろはあります。
中島●童話の主人公では鬼や巨人って怪
物、つまり悪い心を持った悪魔じゃないん
です。人間は、自分たちが見たこともない
容姿を見るから驚くだけ。鬼は鬼で、仲良
くなる手段がわからない。
近藤●またまた、いいヒント。たった今思っ
たんだけれど、去年、NHKのドキュメンタ
リー番組でアイスランドに行ったんです。
そこで精霊とされているのは、見た目は
「化け物」。ただ、たとえ優しくても、巨人が
ちょっと足の位置を変えるだけで誰かを踏
み潰してしまう。くしゃみをすれば、いろん
なものが吹き飛ぶ。結果として罪になる。
そういう不条理みたいのもあるし、ギリシ
ャ神話では神だったりもするし。人間でい
えば、たとえばサッカーでキーパーをやる
と、最大限に自分を大きく見せようとして、
本当に大きく見える瞬間があったりする。
いろいろな要素があって、すごく面白い。

中島●サッカーといえば、小学生時代は
南米にいて得意だったと聞いています。
近藤●すごく得意。もっとも、日本人学校
だったけど、みんな「得意だった」って言い
ますよ、女の子もみんな。ただ、僕が一人で
絵を描くような人ではなくて、舞台をやる
のはサッカーの影響が大きい。作戦を練っ
て、メンバーそれぞれの力を活かして攻撃
する集団ゲームでしょ。ボールを誰かに渡
してそこに走り込む、こうなったらこいつが
こう動くっていうイメージを、寝ている間も

つい同名の映画を連想して、子ども向け
だと思っていなかったんですよ。
近藤●いや、「子ども向け」とは言ってい
ても、あの映画のモチーフも取り入れてい
るし、「子ども向け」としてやっているわけ
ではないんです。舞台の可能性を提供する
というか、いろんな形で面白がれるように
したい。だから、親も、なんだかよくわから
ないけれど面白いことがありそうだなと、
それぐらいの気持ちで子どもと来てもら
えるのがいい。
『狼たちの午後』では、床面や壁を青、緑、
赤など、どんどん色を変えたんですよ。子
どもって多分、そういう空間にすごくドキド
キする。そして舞台は光のからくり、音のか
らくり、いろんなからくりがいっぱいでき
る。子どもからすれば、すごい! テレビじゃ
なくて目の前の舞台で色が変わった! っ
て。魔法だよね。

中島●今回の『GIGANT─ギガント─』は、
英語ではジャイアント、巨人。『ガリバー旅
行記』がベースですよね。ガリバーって、
とくに男性は少年時代に憧れた記憶があ
って、大人が楽しみにしている。「漂流記」
ではなくて「旅行記」なのも、「さあ、行く
ぞ!」というような、意志の力を感じます。
近藤●あ、それ、いいヒント。
中島●ただ、あの物語は本当はとても長
いんだけど、あまり知られていない。
近藤●ガリバーが小人とされる国もあれ

ずーっと考えていたわけね。それはつま
り、空間を織り込むことで、僕の中ではすご
くダンス的なんです。
中島●じゃあ、舞台の構成は、サッカーの
作戦のような。
近藤●構成は、だいたいはみんなと一緒
に呑み屋なんかで作るんですけど、そこ
が楽しい。といっても、全然緻密じゃなく
て。稽古だって、「今日来る」って言ってたメ
ンバーが来ないのは当たり前、という感覚
でいい加減。それで無理やり本番をやると
盛り上がっちゃうから、「コンドルズはこれ
でいいんだ」みたいな雰囲気になる。
中島●自由というか、お祭り好き? せっか
く来たんだから楽しい時間を過ごさなき
ゃ、お客さんにも過ごしてほしいっていう。
南米で育ったことも大きいような。
近藤●確かに。最近、僕の仕事はフラッシ
ュモブが多くなってるんですよ。フラッシ
ュモブは、街中や何かで、急に音楽を鳴ら
して100人とか200人が踊りだすものな
んだけど、参加者を募集すると、ダンスや
芝居にまったく関心がないような人がワー
クショップに来るんです。当日の飛び入り
もあって、終わると、みんな何事もなかっ
たかのように街のなかに消えていく。演じ
る側と観る側が分かれていない、フラッシ
ュモブの集団と街が同じエネルギーで繋
がる。みんなで同調する気持ちよさ、「街
ではこう」というようなルールから解放さ
れる楽しさがあるんだと思う。アートの体
験ですよね。
中島●それ、面白い。アートって、生きる
エネルギーの表出だから。『GIGANT─
ギガント─』がそれに近いものが体験でき
るのを楽しみにしています。 撮影：谷古宇正彦

子ども時代はサッカー少年。
思えば、すごくダンス的。

人間は、見たこともない
巨人の姿にただ驚く。

こどもとおとなのためのダンスプログラム

コンドルズ
『GIGANT─ギガント─』
● 構成・映像・振付＝近藤良平
● 日時＝8月3日［日］14：00開演
● 会場＝PLAT主ホール
● 料金＝［全席指定］一般：4,000円
 学生：2,000円［24歳以下］
 子ども：1,000円［4歳以上高校生以下］

チケット発売中

［こんどう・りょうへい］ 振付家・ダンサー。学ラン姿でダン
ス、映像、コントなどを展開するダンス・カンパニー、コンドル
ズ主宰。NHK「サラリーマンＮＥＯ」、「からだであそぼ」な
どに振付出演。同「てっぱん」オープニングの振付も担当。
第四回朝日舞台芸術賞寺山修司賞受賞。いくつかの大学で

非常勤講師としてダンスの指
導にあたる。収容人数5万人
の味の素スタジアムで開催さ
れた東京スポーツ国体2013
開会式式典演技総演出担
当。南米育ち。愛犬家。
http://www.condors.jp/
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のですが、この作品は誰にも相談しない
まま、ほぼ一気に書き上げたようなもの。
主人公の輝夫には自分の子ども時代の実
際の経験もかなり反映させていて、今年1
月に僕の地元、新潟県柏崎市で舞台を収
録した映像の上映会をした時には、母や
妹に何か突っ込まれるのではないかとハ
ラハラしながら見ていました（笑）。
小川●私、そんなに前川さんの実体験が
反映されていたなんて、今知りました（笑）。
前川●普段は、個人的な体験を作品に交
えることはありませんから。でも、自分の体
験を加えたことで、作品が子どもやおとな
という年齢に左右されないものになった
ところもあると思っているんです。輝夫が
祖母の家に対して漠然とした不安や恐怖
を感じるのは、彼の中にある「罪悪感」の
ため。無意識下に潜む罪悪感から他の人
には感じないものを感じ、目に見えないは
ずのものが形を変えて現れ、それに怯える
というのはホラーの常道ですから。
小川●確かにそうですね。そういうスタン
ダードな戯曲だからこそ、俳優やスタッフ
さん、もちろん前川さんにも何度も稽古場
に来ていただいて、色々なアイデアを出し
合いながらつくれた。それが私にとっては、
とても刺激的で楽しい時間でした。KAAT
（神奈川芸術劇場）のスタッフさんたちは
常にフル稼働で細かなところまで対応し
てくださり、本当に良くしていただいて。

前川●子どもの鑑賞を前提にした芝居づ
くりは初めてでしたが、いつもと違う準備
や発想を大きく変えるようなことはありま
せんでした。初演の製作発表でも言ったの
ですが、自分の子どもの頃を思い出して
も、「少しぐらい分からないところがあるも
ののほうが、後々まで記憶に残る」という
ような経験がいくつもあったので、あまり
手取り足取り親切にし過ぎないほうが集
中して観てもらえるのではないか、と思っ
たんです。ただ、自分の作風が少々理屈っ

作品を完成させてくれるのは
劇場に来る子どもたち
演劇賞の受賞歴も多く、日本の現代演劇のホープとも言うべき多彩な活動を展開
している劇作家・演出家の前川知大と演出家・小川絵梨子。前川が主宰する劇団・イ
キウメ公演『ミッション』（2012）を小川が演出した同年夏、二人の再びのタッグか
ら生まれたのが「こどもとおとなのためのお芝居『暗いところからやってくる』」で
す。俳優陣とスタッフとの息の合ったコンビネーションから生まれたこの作品は、文
字通り世代を越えた観客を沸きに沸かせ、2年ぶりの再演となる今夏、国内8劇場
を回るツアーを敢行。お二人にとって初めてだった「こどもたちのための芝居づく
り」から、再演に向けての想いまでをお話しいただきました。

ぽいという自覚はあったので（笑）、ストー
リー展開などはなるべくシンプルに、伏線
を敷いたら、それを展開させるまでの時間
はいつもより短めに、といった心配りはし
ましたけれど。
小川●私も、特別気負うようなことはなく
て。どちらかと言えばいつもはできない、
演劇としてはダイレクトな演出、仕掛けらし
い仕掛けなどを演出として、楽しみながら
使えるのではないか、という期待感が大き
かったですね。
前川●戯曲執筆も、普段なら俳優やスタッ
フさんなどに展開を聞いてもらうなど、練
り上げるために他の人の意見も随分聞く

前川知大［作］ × 小川絵梨子［演出］

分からないところがあると
子どもの記憶に後々まで残る

 8月16日─17日  ＰＬＡＴ 主ホール舞台上特設舞台
 こどもとおとなのためのお芝居

『暗いところからやってくる』
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自分たちには面白くできている実感があっ
たのですが、最終段階で「子どもたちは喜
んでくれるのか?」と不安になったんです。
初めてのことなので彼らの反応は未知数。
それで、初日直前にプレビューとして、20組
超の親子のお客様に観ていただくことにし
た。スタッフさんには無理していただいたん
ですが、あの反応に本当に救われました。
前川●そうそう、予想以上にたくさん笑っ
てくれたし、集中するところはギュッと観
てくれて。

小川●「暗いところの世界の人たちは、輝
夫君にしか見えていない」というルールも
すぐ飲み込んで、輝夫のちょっとしたビクつ
きも面白がってくれましたものね。でも、終
演後に感想を聞くと、プロジェクターで投
影していた「影の位置がズレてる!」とか鋭
いツッコミもくれて、慌てて直したり（笑）。
前川●よく観てるんだ、と感心したり安心
したりさせられました。
小川●本番になっても、子どもたちが劇場
の空気を作っているのがはっきりと分かる
んです。おとなより先に笑ったり怖がった
り、時には「怖くないもん!」なんて声に出
す子もいて、そういう素直な感情表現にお
となも釣られるようにお芝居の世界に引
き込まれていく。子どもたちの存在が、この
作品を完成させてくれた、と痛感しました。
前川●舞台を囲む、対面型の座席にした
のも良かったよね。特に前列には子どもた
ちがいて、向き合う客席からは、その子ど
もたちのリアクションが作品の一部として
目に入るようになっている。だから、子ども
たちのダイレクトな反応が、作品にも強く
働きかけたんだと思います。
小川●あと、私個人としては、この作品の
演出には普段はやりたくてもできなかっ
た、少しノスタルジックな演劇らしい仕掛け、
とでも言えばいいんでしょうか。見えない
ものの気配を表現するための光と影のコ
ントラストの出し方、カーテンを揺らす風
などシンプルでストレートな手法を、緻密に
計算して使う、というようなことが色々と試
せたんです。それは美術や照明、音響の方
の協力あってのことなんですが、「演劇は本

● 日時＝7月19日［土］14：00開演
● 会場＝PLATアートスペース
● 料金＝［全席指定］一般：3,000円
 子ども：500円［4歳以上小学生以下］

子どもたちのリアクションが
そのまま舞台の一部となる

来、こんな風に素直に楽しんでつくってい
いんだ」というようなことに、改めて気づけ
たのも個人的な収穫です。結果、普段は私
の演出する舞台を「長い、暗い」と文句ばか
り言う私の家族にも「これを越える作品は
ない」とまで言ってもらえましたから（笑）。
前川●初めて稽古場に行ったときは、小
川さんがあまりにいつも通りに緻密に演
出していて、「子ども向け、全然意識して
ないじゃん……」と、自分のことを棚に上
げて正直ビビッたんですが（笑）、子ども
に媚びないつくり方で正解だった。だから
こそ、だれより正直でシビアな子どもた
ち、という観客が味方になってくれたんだ
と思います。今回ツアーで中部、関西、九
州など色々な地域へ作品を持っていきま
すが、どの劇場でも必ず子どもたちがい
る状態で作品を観て欲しいですね。
小川●本当に、この作品にとって子どもた
ちの存在はマスト・アイテム。より良く、楽
しく観ていただくためにも、おとなの方た
ちには是非、子どもたちと一緒に来場して
いただきたいです。
前川●再演もキャストとスタッフ、全員が同
じメンバー。だからこそできる進化と深化を
めざしますので、初演をご覧になった方にも
きっとまた、別の楽しさをみつけていただけ
ると思います。　　　　［テキスト=尾上そら］

タイトルの「ママ、ヴァイオリン上手」は、
ヴァイオリニスト・戸田弥生さんの練習を
聴いていたお子さんが突然発した言
葉です。“よそゆき”ではない、くつろい
だ時間と空間のなかで楽しむ音楽は、
大人の心も子どもの心も自由に解き放
つアート体験。その体験を親子で共有
したら、きっと、今まで気づかなかった互
いの心に出会うはず─そんな思いを
込めて、夏休みの入り口にお贈りするひ
とときです。クラシックは苦手という大人
も気後れ不要、もちろん知識も不要。た
だただ感じていただければ幸いです。

　アートスペースが贈る本格的室内楽
　ママ、ヴァイオリン上手

『戸田弥生リサイタル』
夏休み・親子で
共有するアート体験
第一弾

平成26年度公共ホール演劇ネットワーク事業
こどもとおとなのためのお芝居

『暗いところからやってくる』
● 作＝前川知大  ● 演出＝小川絵梨子
● 日時＝8月16日［土］／17日［日］
 両日ともに11：00開演・15：00開演
● 会場＝PLAT主ホール舞台上特設舞台
● 料金＝［日時指定・全席自由・整理番号付き］
 大人：3,000円／24歳以下：1,500円
 中・高校生：1,000円／小学生：500円
● チケット販売＝会員先行6月21日［土］
 一般発売6月28日［土］

撮影：田中亜紀

©Kinoshita Akiraチケット発売中

［まえかわ・ともひろ］  1974年生ま
れ。新潟県出身。劇団イキウメ（2003
年結成）を主宰し、活動の拠点とす
る。身近な生活と隣り合わせに現れ
る異界、日常の裏側に潜むセンス・オ
ブ・ワンダーを描く。2012年『太陽』
の脚本で第63回読売文学賞戯曲賞、
『奇ッ怪其ノ弍』『太陽』の演出で、第
19回読売演劇大賞で大賞、最優秀
演出家賞を受賞。

［おがわ・えりこ］  翻訳・演出。1978
年、東京都生まれ。2004年アクターズ
スタジオ大学院演出部卒業。04~05
年リンカーンセンター演出家研修所
研修生。06~07年平成17年度文化
新進芸術家海外派遣制度研修生。
10年、サム・シェパード作『今は亡きヘ
ンリー・モス』（CATプロデュース／
ジェイ.クリップ）で小田島雄志・翻訳
戯曲賞受賞。12年、『12人─奇跡の物
語─』（オフィスコットーネ）、『夜の来
訪者』（響人）、『プライド』（tpt）で第19回読売演劇大賞
杉村春子賞受賞。14年には第48回紀伊國屋演劇賞個人
賞、第16回千田是也賞、第21回読売演劇大賞優秀演出
家賞を受賞。今もっとも注目を集める演出家の一人。
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6/28 SAT ─ 6/29 SUN

『THE BIG FELLAH 
ビッグ・フェラー』
● 作＝リチャード・ビーン　● 翻訳＝小田島恒志  
● 演出＝森新太郎  
● 出演＝内野聖陽／浦井健治／明星真由美  町田マリー
黒田大輔  小林勝也／成河 
● 日時＝6月28日［土］14：00開演／29日［日］14：00開演
● 会場＝PLAT主ホール　
● 料金＝［全席指定］S席：7,500円／A席：5,000円

7/19 SAT

ママ、ヴァイオリン上手『戸田弥生リサイタル』
親子ではじめてのヴァイオリン・コンサート♪
● 出演＝戸田弥生［ヴァイオリン］／林 達也［ピアノ］  
● 日時＝7月19日［土］14：00開演　● 会場＝PLATアートスペース
● 料金＝［全席指定］一般：3,000円
子ども：500円［4歳以上小学生以下］

7/12 SAT ─ 7/13 SUN
KUNIO11

『ハムレット』
京都を拠点に活動している演出家
で舞台美術家の杉原邦生がシェイ
クスピア四大悲劇の『ハムレット』
を、新たに構成された新訳台本に
て上演いたします。

● 作＝W・シェイクスピア  
● 翻訳＝桑山智成 
● 演出・美術＝杉原邦生
● 出演＝内田淳子／菊沢将憲
箱田暁史［てがみ座］／福原 冠
岡野康弘［Mrs.fictions］  他
● 日時＝7月12日［土］14：00開演
13日［日］14：00開演
※7月12日［土］14：00終演後杉原邦生ほ
かによるアフタートークあり。
● 会場＝PLATアートスペース 
● 料金＝［全席指定］
一般：3,000円 他

若い人にこそ生の舞台を楽しんでもらいたいから、ほぼすべての豊橋文化
振興財団主催公演に割引料金を設定しています。
● 料金＝U24［24歳以下対象］：公演ごとに指定する席種の半額
　　　　高校生以下：一律1,000円　
● 購入方法＝各公演の一般発売初日から窓口にて取扱い。
　 ※一部公演により発売開始日や発売方法が異なります。
● その他＝本人のみ1公演につき1人1枚。枚数限定。
　　　　　座席の指定はできません。要・入場時身分証明書提示。

U
24
・高
校
生
以
下

割
引
の
ご
案
内

プラットチケットセンター［会員先行・一般発売］
● Web＝http://toyohashi-at.jp
ホームページから24時間いつでも予約可能です。※プラットフレンズへの登録が必要です。
● Tel＝0532（39）3090
● 窓口＝穂の国とよはし芸術劇場 1Ｆ 
Tickets & Informationカウンター

チ
ケ
ッ
ト
の

購
入・お
問
合
せ

受付時間［Tel・窓口］

10：00〜19：00
（休館日をのぞく）

7/20 SUN

松竹大歌舞伎
『中村歌昇 改め 三代目中村又五郎襲名披露

中村種太郎 改め 四代目中村歌昇襲名披露』
● 出演＝中村吉右衛門／中村又五郎／中村歌昇  他
● 日時＝7月20日［日］12：30開演・17：00開演 ● 会場＝PLAT主ホール

僕が演出をするうえで一番の信念に置いていることは、古典演劇作
品のカッコよさ、面白さを伝えたい、という思いです。今回の『ハムレッ
ト』はコンパクトでスピーディーな展開も見どころの一つ。　　杉原邦生

8/16 SAT ─ 8/17 SUN

平成26年度公共ホール演劇ネットワーク事業
こどもとおとなのためのお芝居

『暗いところからやってくる』
● 作＝前川知大　● 演出＝小川絵梨子
● 日時＝8月16日［土］11：00開演・15：00開演
17日［日］11：00開演・15：00開演
● 会場＝PLAT主ホール舞台上特設舞台
● 料金＝［日時指定・全席自由・整理番号付き］大人：3,000円
24歳以下：1,500円／中・高校生：1,000円／小学生：500円

『暗いところからやってくる』劇場ツアー
舞台セットが組まれている主ホールを中心とした劇場ツアーを実施します。
● 日時＝8月16日［土］17：00　● 参加料＝500円 
● 定員＝20名［先着順］　● 対象＝どなたでも  
● 申込方法＝6月29日［日］10：00からプラットチケットセンター
0532（39）3090にて受付。

『暗いところからやってくる』ワークショップ
舞台セット上で出演者によるワークショップを開催します。
お芝居を体験してみたり、作品の見どころのヒントをご紹介。
● 日時＝8月15日［金］15：00─16：00　● 参加料＝無料  
● 定員＝20名［先着順］ ● 対象＝公演チケットお持ちの小学校1年生～6年生  
● 申込方法＝6月29日［日］10：00からプラットチケットセンター
0532（39）3090にて受付。

8/3 SUN
こどもとおとなのためのダンスプログラム
コンドルズ 『GIGANT─ギガント─』
● 構成・映像・振付＝近藤良平　● 出演＝コンドルズ
● 日時＝8月3日［日］14：00開演　● 会場＝PLAT主ホール 
● 料金＝［全席指定］一般：4,000円／学生：2,000円［24歳以下］
子ども：1,000円［4歳以上高校生以下］

好評発売中

好評発売中

2014
I N FORMAT I ON
主催公演情報 

会員先行＝6月21日［土］   一般発売＝6月28日［土］

P I C K
U P !

当日券あり
前売予定枚数終了

受付開始＝6月29日［日］ 

受付開始＝6月29日［日］ 

好評発売中

好評発売中
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9/27 SAT ─ 9/28 SUN
ライフポートとよはし

開館20周年記念式典 & コンサート
朝から晩まで音楽漬けの２日間！ ライフポートとよはし開館20周年を記念
して市内で活動する音楽家が集います。
● 日時＝9月27日［土］10：00─20：30／28日［日］11：00─18：00
● 会場＝ライフポートとよはし　● 料金＝入場無料

8/24 SUN ─ 8/25 MON

ミュージカル 『王様と私』
● 作曲＝リチャード・ロジャース
● 作＝オスカー・ハマースタインⅡ　● 演出＝山田和也
● 出演＝松平 健／紫吹 淳／はいだしょうこ  他
● 日時＝8月24日［日］12：00開演・17：00開演／25日［月］13：00開演
● 会場＝PLAT主ホール 
● 料金＝［全席指定］一般：3,500円／ユースチケット：2,500円［24歳以下］

9/14 SUN ─ 9/15 MON

白石加代子『百物語』
1992年から始まった『百物語』シリーズが本公演でついにファイナルをむ
かえます。
● 構成・演出＝鴨下信一　● 出演＝白石加代子
● プログラム＝三島由紀夫『橋づくし』／泉 鏡花『天守物語』
● 日時＝9月14日［日］18：00開演／15日［月・祝］15：00開演
● 会場＝PLAT主ホール  ● 料金＝［全席指定］一般：4,000円

10/16 THU ─ 10/17 FRI

とよはし演劇工房『世界は嘘で出来ている』
● 作・演出＝田村孝裕［ONEOR8］
● 出演＝甲本雅裕／矢部太郎／古屋治男  他
● 日時＝10月16日［木］19：00開演／17日［金］14：00開演・19：00開演
※各公演終演後にアフタートークあり。（16日ゲスト：平田 満）
● 会場＝PLATアートスペース  
● 料金＝［全席指定］一般：3,600円

10/29 WED

二兎社『鷗外の怪談』
● 作・演出＝永井 愛
● 出演＝金田明夫／水崎綾女／内田朝陽／若松武史  他　
● 日時＝10月29日［水］18：00開演　● 会場＝PLAT主ホール
● 料金＝［全席指定］S席：5,500円
1階バルコニー席：4,500円／A席：4,000円

第三十二夜 
第九十九話ファイナル

グロトリアンを弾いてみよう！
グロトリアンピアノの響きを体験できる機会を設けました。大切に扱ってく
れる方ならお子様でもかまいません。
● 日時＝7月8日［火］・9日［水］ 各日10：00―21：00
● 会場＝PLAT創造活動室Ａ　● 参加料＝１時間あたり1,000円 
● 対象＝ピアノ演奏ができる方
● 募集人数＝毎時00分から１時間単位で最大２時間まで
● 申込方法＝プラットチケットセンター
電話のみ Tel：0532（39）3090
※今後も随時開催してまいります。日程等は本誌や劇場HPなどでご案内いたします。

PLAT劇場ツアー
KUNIO11『ハムレット』の舞台裏を中心にご案内します。階段の上
り下りがありますので動きやすい服装・靴でご参加下さい。
● 日時＝7月12日［土］18：30　● 会場＝PLATアートスペース  他
● 参加料＝500円 ● 定員＝20名［先着順］ ● 対象＝どなたでも
● 申込方法＝プラットチケットセンター　　
電話のみ Tel：0532（39）3090
※今後も随時開催してまいります。日程等は本誌や劇場HPなどでご案内いたします。

10/1 WED   12/14 SUN

ライフポートとよはし開館20周年記念コンサート

佐藤美枝子 & 錦織 健
『ドニゼッティの愛の世界』
● 出演＝佐藤美枝子［ソプラノ］／錦織 健［テノール］
● 日時＝10月1日［水］18：30開演

仲道郁代 ＆ 横山幸雄 ピアノ・デュオ
● 出演＝仲道郁代／横山幸雄 
● 日時＝12月14日［日］16：00開演

● 料金＝［全席指定］2公演セット券［S席］：7,000円
S席：4,000円／A席：3,000円
ユースチケット［24歳以下］Ｓ席：2,000円・A席：1,500円
● 会場＝ライフポートとよはし コンサートホール

市民と創るスケッチ群像劇
『話しグルマ』出演者オーディション

愛知県出身で俳優・演出家として活躍する近藤芳正が、一般公募の皆さんと
一緒に創るプラットオリジナル演劇公演の出演者オーディションを行います。
● 構成・演出＝近藤芳正
● オーディション日時＝8月2日［土］・3日［日］10：00―17：00
● 応募資格＝高校生以上［定員30名程度。未経験者OK。］ 
※メインキャストのほか、週末稽古を中心として参加可能な方対象のアンサンブルも募集。
※詳細はプラットまでお問合わせください。
● 締切＝7月8日［火］17：00
● 応募方法等お問合わせ＝穂の国とよはし芸術劇場PLAT
「話しグルマ」担当　Tel：0532（39）8810

〈公演情報〉
● 公演日時＝2015年3月14日［土］・15日［日］ 
● 会場＝PLAT主ホール

10/4 SAT ─ 10/5 SUN

葛河思潮社『背信』
● 作＝ハロルド・ピンター　● 翻訳＝喜志哲雄　
● 演出＝長塚圭史　● 出演＝松雪泰子／田中哲司／長塚圭史
● 日時＝10月4日［土］19：00開演／5日［日］14：00開演
● 会場＝PLATアートスペース 
● 料金＝［全席指定］一般：6,000円  他

会員先行＝7月19日［土］   一般発売＝7月26日［土］

 会員先行［両公演とも］＝6月15日［日］ 一般発売＝6月22日［日］

好評受付中

会員先行＝7月5日［土］   一般発売＝7月12日［土］

会員先行＝8月2日［土］   一般発売＝8月10日［日］

会員先行＝8月9日［土］   一般発売＝8月24日［日］

受付開始＝6月23日［月］ 

受付開始＝6月23日［月］ 

前売予定枚数終了。当日券の販売に関してはお問合わせください。
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モチーフとして選んだのは、両日にアートス
ペースで上演された朗読劇『ベアトリーチェ・
チェンチの肖像』。暴力的な父親を殺した罪
で斬首刑に処せられた主人公・ベアトリーチ
ェの物語に想いを馳せて、それぞれにプログ
ラムに昇華させてくれました。
1日目のテーマは、同じような悲劇を生きた女
性にまつわる音楽を集めた「悲劇の女性」。
「悲劇」とはいえ、本誌7号で「それでもね、彼
女が見出す希望ってのはあったんじゃないか」
と作・演出の田尾下哲さんも話すように、明る
く美しい音楽が中心です。ソプラノにPLATの
グロトリアンピアノ、さらにクラリネットが加わ
って、オペラ・アリアから器楽曲まで盛りだくさ
んの内容で、一つの世界を生み出しました。
2日目は「つらぬいた想い」。ベアトリーチェ
をして最後まで強く生き抜かせたのは信念
ゆえと、そこに着想を得ての組み立てです。
グループ名の「coeur」とはフランス語で
「心」の意。サックス、クラリネット、ファゴット

今秋からPLATが始める新たな試みが「東三河の若手音楽家育成コンサート 『PLAT 
enjoy music!』」。東三河ゆかりの若き音楽家たちに発表の場を、お客さまには気
軽に普段着感覚で音楽に包まれるひとときを、との思いから生まれた企画です。その
プレ公演が、5月2日と3日の2日間、若手女性音楽家を迎えて開かれました。それぞ
れ創造活動室A、アートスペース・ホワイエという開かれた空間がコンサートホールに
変身。館内を音楽で満たしてくれました。

というちょっと変わった編成は新鮮で、木管
楽器の柔らかい、表情豊かな音色には、作曲
家や音楽にまつわる主人公、そして奏者た
ちの心が宿っているかのようでした。

もう一つ、今回おおいに効果を演出してくれ
たのが、PLATの特徴である開放的なガラス
窓。館内のほとんどの部屋はガラス窓を通し
て内部を覗けるので、どこからともなく聴こえ
てくる音色に誘われて歩いていると、創造活
動室Aに行き当たる。あるいは、「緑の広場」か
らアートスペース・ホワイエを覗くとコンサート
をやっていて、足を運べば、自然光の光が音楽
と絶妙なハーモニーを生み出している。チケッ
トを手にして観客になるのではなく、音楽のほ
うから私たちを呼び寄せてくれる、そんな空気
がPLAT全体を包んだといってよいでしょう。
ふと気がつけば、客席には『ベアトリーチェ・
チェンチ』の俳優陣。終演後に、音楽家たち
と語り合う場面もありました。とりたてて場
を作らなくても演劇と音楽のプロたちが、キ
ャリアを超えて交流する。お客さまとの垣根
もない。あらゆるジャンルのアートが呼吸す
る劇場ならではの豊かな時間にPLAT全体
が喜んでいるようでした。

今回、PLATの気持ちに共感して出演してく
れたのは、2つの女性音楽家グループ。1日
目は豊橋市内の私立桜丘高等学校音楽科卒
業生の竹尾圭代さん、鈴木恵深さん、髙岡真
貴さん、2日目が、この髙岡さんに加え、大瀧
夏海さん、小武内茜さんで構成する木管三
重奏団「coeur（クール）」です。彼女たちが

若い頃、私の師匠とも言えるつかこうへいさ
んに言われた言葉の中に、「才能とは（人を）
どれだけ愛せるかだ」というのがあります。
なにげなく耳にした言葉ですが、最近思い出
して忘れられないものになりました。 
お芝居に関していえば、自分の役の人物で
あれ、相手役であれ、脚本であれ、演出であ
れ、観客であれ、人間一般であれ、およそそ
こに愛がなければ何か物足りない、もっと言
えばつまらない作品になってしまうでしょう。 

芸術文化アドバイザー 　
平田 満のちょこっとエッセイ

第6回
逆に言えば多少芝居が下手でも失敗があっ
ても、俳優とか作家のこだわりとか、どこか
に強烈に愛を感じると断然好きになってしま
うことがあります。 
芝居をしていて何かうまくいってないなあと
いうとき、この愛するということを忘れたり
していることがあります。表現する時に最も
大事なことかもしれません。 
自戒の念をこめ、最初の感動の大切さをひし
ひしと感じます。

「才能とは…」

 東三河の若手音楽家育成コンサート

『PLAT enjoy music!』

５月、瑞 し々い音色に
満たされて

東三河の若手音楽家育成コンサート
『PLAT enjoy music!』

今年11月より、アートスペースにて随時行い
ます。入場料500円（予定）。詳細は、本誌また
はホームページにて。

ベアトリーチェの物語に
想いを馳せる

開放的なガラス窓が
生み出す“出会い”

左から鈴木さん［ピアノ］・髙岡さん［クラリネット］・竹尾さん［ソプラノ］

左から大瀧さん［サックス］・小武内さん［ファゴット］・髙岡さん
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穂の国とよはし芸術劇場PLAT
〒440-0887 愛知県豊橋市西小田原町123番地  
Tel＝0532（39）8810[代表]  http://toyohashi-at.jp
開館時間＝9：00~22：00  休館日：第三月曜、祝日の場合は翌日。年末・年始。
豊橋駅（JR東海道新幹線・東海道本線・名古屋鉄道）、新豊橋駅（豊橋鉄
道渥美線）直結。豊橋駅南口から徒歩3分。 ※駐車場はありません。公共
交通機関、お近くの公共駐車場等をご利用下さい。

登録方法　
●WEBで登録［穂の国とよはし芸術劇場HP］
http://toyohashi-at.jp
●携帯で登録　https://piagettii.e-get.jp/online-ticket/de/
●窓口で登録　
穂の国とよはし芸術劇場Tickets & Information カウンター

◆その他［一般発売・公演によって販売所は異なります］

　チケットぴあ／カルミア2Fサービスセンター　
　ほの国百貨店6Fプレイガイド　など

プラットフレンズ募集中 ［入会金・年会費無料］　
お得な
3つの
特典

チケット購入案内
◆プラットチケットセンター［会員先行・一般発売］

　Web＝http://toyohashi-at.jp ※プラットフレンズへの登録が必要です。

　Tel＝0532（39）3090
　窓口＝穂の国とよはし芸術劇場１F 　　
　Tickets & Information カウンター

受付時間［Tel・窓口］

10：00~19：00
（休館日をのぞく）　　

特典 1  公演情報をメールでご案内します。
特典 2  インターネットでチケット予約ができます。
特典 3  主催公演のチケットを一般発売に
　　　 先がけてご予約できます。
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〒440-0887 愛知県豊橋市西小田原町123番地
Tel  0532（39）8810［代表］ http://toyohashi-at.jp

PLAT CALENDAR

企画・発行＝公益財団法人豊橋文化振興財団
編集＝森 絹江
デザイン＝松吉太郎デザイン事務所
写真［表紙］＝谷古宇正彦
平成26年6月 発行8号 ［隔月発行］

7 JULY

　4 F R I  第723回 邦楽鑑賞会   豊橋市民文化会館

　5  S A T ─ 6  SU N   D.Y.R school 「ダンス発表会」
　　　　　　　　 Dance de Yuina Le Reve Presents『STAY GOLD vol.1〜輝き続ける〜』   PLATアートスペース

　　　　　　　　　第35回 小市民寄席   豊橋市公会堂

　6 SU N  第5回 YMバレエカンパニー発表会   PLAT主ホール

   Summer Concert〜癒しのしらべ〜（Cello：杉田智美／Piano＆Arpa：吉野則子／Viorin：杉山真名美）   PLAT創造活動室A

　7 MON  池谷薫監督作品『先祖になる』上映会   PLATアートスペース

　8 T U E  平成26年度 東三河地区幹線道路整備計画に関する説明会   PLATアートスペース

　8  T U E ─ 10  T HU   演劇鑑賞会第243回例会 劇団民藝『八月の鯨』   PLAT主ホール

12 S A T ─ 13  SU N   KUNIO11『ハムレット』   PLATアートスペース

13 SU N  中部楽器 第38回ＣＭＣピアノコンクール本選会   PLAT主ホール

   第10回 豊橋技術科学大学武道部演武会   豊橋市民文化会館

15 T U E  予防医学フォーラム2014   PLAT主ホール

19 S A T  ママ、ヴァイオリン上手『戸田弥生リサイタル』   PLATアートスペース

20 SU N  松竹大歌舞伎 中村歌昇改め三代目中村又五郎襲名披露 中村種太郎改め四代目中村歌昇襲名披露   PLAT主ホール

21 MON  圓空佛 舞う   PLAT主ホール

23  WED ─ 26  S A T   第5回 豊橋青少年オーケストラキャンプ   ライフポートとよはし

26 S A T  白井孝子ピアノ教室 ピアノ発表会   PLATアートスペース

27 SU N  光松音楽教室「第38回さなぎ会発表会」   PLATアートスペース

27  SU N ─ 30  WED   第67回 中部日本高等学校演劇大会 愛知県東三河地区大会   PLAT主ホール

28  MON ─ 30  WED   クーボウ無次元カプセル展〈九十九伸一による劇場インスタレーション〉   PLATアートスペース

29 T U E  九十九太一（TAICHI TSUKUMO）チェロコンサート   PLATアートスペース

8 AUGUST

　1 F R I  気まぐれコンサート番外編 ローズクインテットがおくる音楽の旅   PLATアートスペース

　2  S A T  豊橋女声コーラス演奏会   豊川市小坂井町文化会館 フロイデンホール

　3 SU N  こどもとおとなのためのダンスプログラム 
   コンドルズ日本縦断大進撃ツアー 2014『GIGANT─ギガント─』   PLAT主ホール

   平成26年度（創流108年）日本壮心流全国剣詩舞道大会   アイプラザ豊橋 大ホール

　6 WED  第13回 小中学生による芸能フェスティバル   PLAT主ホール

　6  WED ─ 8  F R I   伝統文化こども教室［三味線・日舞］   豊橋文化会館リハーサル室

　7 TH U  劇団うりんこ『ねむるまち』   PLAT創造活動室A

　8 F R I  バレエスタジオプリエ第2回おさらい会『My Sweet Variation』   PLAT主ホール

   とよはし地球体験学校 〜ガーナの音楽・ダンスを楽しもう！〜   PLAT創造活動室A

   第724回 邦楽鑑賞会   豊橋市民文化会館

16  S A T ─ 17  SU N   こどもとおとなのためのお芝居『暗いところからやってくる』   PLAT主ホール舞台上特設舞台

17 SU N  豊橋南高校音楽部OB合唱団（うたくらぶ）第29回定期演奏会 Heartful Concert29  PLATアートスペース

19 T U E  茶道初心者講座   三の丸会館

20  WED  ダンボールで動物をつくろう   PLAT主ホール

   華道初心者講座   三の丸会館

20  WED ─ 22  F R I   伝統文化こども教室［三味線・日舞］   豊橋文化会館リハーサル室

24 SU N  第16回 東愛知新聞社杯歌謡選手権大会   豊橋市公会堂

24  SU N ─ 25 MON   ミュージカル『王様と私』   PLAT主ホール

26 T U E  茶道初心者講座   三の丸会館

27  WED  華道初心者講座   三の丸会館

30  S A T  サマーコンサート（教室発表会）  Ⅰ部 ピアノ・エレクトーンソロ演奏  Ⅱ部 「北風と太陽」〜音楽と絵のコラボ   PLATアートスペース

31 SU N  清塚信也ピアノリサイタル   PLAT主ホール

   海老原 ＆ 小林教室 ピアノ発表会   PLATアートスペース

［表紙写真］　左＝小田島恒志（翻訳）、 右＝森新太郎（演出）。
6月主ホール公演『ビッグ・フェラー』は、2人の出会いから始まった。


